
 1 

 

 

 

 

 

    （社）宮陵会三浦半島支部長  

の古川（昭和40年経済卒）

でございます。当支部も、皆

様の支えやご協力のおかげ

で、早いもので7年目を迎え 

ております。感謝の一言であります。 

さて、2月2日の支部新年会には、お忙しい中を会員 

の皆様やご来賓、会員外の人達にご参加をいただき、厚

くお礼申しあげます。 

おかげさまで、第１部では神奈川大学秋山憲治経済学 

部教授から、「東アジアの経済連携について～TPP交渉

参加をめぐって～」と題した新春講演会を行っていただ

き、TPP参加の重要性を理解いたしました。 

また、第２部の懇親会では、アトラクションとして神奈川 

大学平塚ジャズ研究会“パエリヤ”の現役学生の演奏等もあ 

り、参加者の交友の輪を拡げることができました。 

 ところで、正月恒例の「箱根駅伝応援」では、当支部 

担当地区の保土ヶ谷駅前に、支部会員ほか南支部会員を 

含め、多数応援にご参加いただき、お礼申しあげます。 

結果は、総合16位とシード権確保には至りませんで 

した。2、3年後には必ずや優勝争いに絡むとの決意が

報告会で発表されました。大いに期待したいものです。 

支部発足以来、種々苦難を乗り越え、現在、支部の体 

制構築と活動の充実に取り組んでおりますものの、まだ 

まだ道半ばであります。基本姿勢は、皆様と力を合わせ 

知恵を出し合い、地道な活動を重ねつつ、私見として「神 

奈川の地に神奈川大学の礎を強固に築き、卒業生が各界、 

地域で繋がり、輪を拡げて協力、助け合わなければなら 

ない。」と、強く考えております。 

最後に、いつも思いますことは、会員皆様をはじめ役 

員の支えに感謝しております。引き続き皆様方のご支援、

ご協力を重ねてお願いいたします。 
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平成24年度の役員改選で新しい役員が誕生いたしま 

した。新役員の皆様をご紹介いたします。 

 

●大倉国光  (幹事・横須賀 ) 昭和38年法律卒  

    

しておりました。平成24年度現在、会員数は94名おり、そ

れなりの活動をしております。当支部の事業目的でもありま

す会員の増強に、嶋田晃地区幹事と共に、努めたいと存じま

す。今後ともよろしくお願いいたします。 

 

●長谷川征勝  (幹事・横須賀 ) 昭和40年貿易卒  

    

は今では3か月に1度と頻繁に集まっており、その幹事役を

務めています。世に同窓会は小・中・高・大学そして出身企

業と沢山あると思います。その意義は、「旧交を温める」とい

うこともありますが、私は、「皆さんにお会いして、その時々

のことを思い出すことで、自らの熱き活力を甦らせる」とい

うところにあるのではないかと思っています。加齢していく

なかで、心だけはできるだけ若くありたいと願っています。

いろいろなところに顔を出している私ですが、三浦半島支部

が益々発展していけますよう、微力ながら役割の一端を担っ

ていきたいと思っています。どうぞ宜しくお願いいたします。 
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支部長挨拶  古川 勝彦 
 

 

 

 
  平成 24 年度宮陵会三浦

半島支部総会において、横須

賀地区幹事に選出していた

だきました。横須賀市役所に

在職中は、神大同窓会（「み

やも会」と称します）で活動 

 大学を卒業して 47 年、ま

さか宮陵会三浦半島支部役

員のお声がかかるとは思っ

ていませんでした。在学中は

体育会軟式庭球部に所属し

ていましたので、その同窓会 

新役員の紹介と抱負 
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●久保田宣彦  (幹事・横須賀 ) 昭和44年法律卒  

     

います。 

三浦半島支部に入会して新年会・総会を合わせても、

3～4回ぐらいしか出席していないのに、「役員になっ

てくれ！」・・・と、お願というよりも否応なしに役を

押し付けられた感がありました。 

昨年の10月、城ケ島京急ホテルで役員会が開催され

た時、支部長を筆頭に先輩役員全員、母校を誇りに思う

熱い心が伝わってきました。 

自分が想像していた役員会とはまったく異なり、明る

く分け隔てなく接して頂き本当に楽しい役員会でした。

その後に懇親会を行いましたが、非常に盛り上がり楽し

いひとときを過ごしました。 

今では、役員に推薦して頂いたことに感謝しています。

三浦半島支部にどれだけお役にたてるか自信はありま

せんが、自分なりに努めさせていただきます。 

 

●武井利徳  (幹事・横須賀 ) 昭和45年経済卒  

    

でもお役に立てるよう尽くす所存です。役員諸氏、諸先

輩ならびに会員各位のお力添えを何卒宜しくお願い申

し上げます。私は近々43年間の会社人生を終え、第2の

人生のスタートを迎えます。同じゼミ（小山 伝造先生）

仲間は、すでにリタイヤ組が殆どで、ホームカミングデ

ーに合わせて開催した同窓会を契機に、ここ数年来定期

的に会う機会が増えました。同時代を共有した同窓の仲

間との「集い」は一瞬にして当時にフラッシュバックし、

同時に母校への思いも益々強くなっています。特にスポ

ーツや各クラブの活躍では、大いに盛り上がっておりま

す。 

 「当会」はゼミ仲間の「集い」とは趣を異にし、幅広

い年代層の多士済々の方々との交流や講演会等、毎回新

たな友好や知識を深めることができ、有意義な時間を持

つことができることに感謝しております。このような実

り多い「当会」の発展のために、重ねてではありますが、

会員諸氏のご協力を賜りたいと存じます。今後ともご指

導のほど宜しくお願い申し上げます。 

  

●石渡大輔  (幹事・三浦 ) 昭和56年法律卒  

    

じております。三浦半島支部に若い会員の方を増やす

べく、先輩諸氏の応援をいただきながら活動していき

たいと思います。 

どうぞ、よろしくお願いいたします。 

 

 

 

   

 

           

     

駅近くのセントラルホテルで第７回宮陵会三浦半島支部新年

会が開かれ、一般参加を含め７０名の参加があった。 

 今年も２部構成で行われ、第１部講演会は久保田宣彦氏（昭

和44年法律卒）の司会で進行。まず、古川勝彦支部長（昭

和 40 年経済卒）より主催者を代表して「新年のあいさつ、

並びに多数のご来賓の参列と、三浦半島支部に対するご支援

の御礼」等の挨拶があった。 

 その後、神奈川大学経済学部教授 秋山憲治氏による「東ア

ジアの経済連携について～ＴＰＰ交渉参加をめぐって～」と

題しての講演があった。秋山教授は、「ＴＴＰは第三の開国と

して打ち上げ、その後国内では反対ムードで進行しているが、

それで良いのか。米国、中国、韓国並びに各国も経済規模の

大きな日本の市場の重要性を認識している。ＡＳＥＡＮ10

カ国の駆け引きの中で、確固たる日本の立場を主張出来るの

か。市場アクセス分野で、特に日本では生活保護型になって

平成２５年支部新年会を開催 

～新春講演会・懇親会～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 このたび推薦をいただい

て、宮陵会三浦半島支部の新

役員をお引き受けさせてい

ただきました。微力ですが、

「当会」の発展・興隆に少し 

平成24年度三浦半島支部

総会において、三浦地区幹事

に選任されました石渡大輔

です。支部に入会して、若い

卒業生の会員が少ないと感 

 

 学生時代は空手部に所属し、

あまり勉強をした記憶があり

ません。卒業してすぐに父の経

営していた有限会社ヤマヨ久

保田商会に入社、現在に至って 

 宮陵会三浦半島支部副

支部長の砂川正夫（昭和４

４年経済卒）です。新年会

で責任者を務めましたの

で、新年会の様子をご紹介

させていただきます。   

 さる平成 25 年 2 月 2

日（土）、京急横須賀中央 
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いる農業政策に結論を出せるのか。政治的色彩を帯びる経済

外交。結ばなくても産業は進んで行く。結ばなければなお悪

くなる。いずれにしても結論を出さねばならない」と、秋山

教授の講演要旨であるが、政府が外交問題をいかに乗り切れ

るか。また、経済問題の接近で日中韓の領土問題が多少とも

融和が図れるかどうか。今まさに時代を感じる80分の講演

であった。 

 講演が終了し、ホールで全員による記念撮影。 

 

参加者全員による記念撮影（H25.2.2 セントラルホテルにて） 

 

引き続き９階パールの間で懇親会開催。 

第２部懇親会に入り１部同様、久保田氏の司会で進行。古川

支部長の挨拶で始まり、神奈川大学伊藤文保理事長（昭和 

  続いて、宮陵会を代

表して宇久田進治専務理事の挨拶と乾杯の発声を頂き、前神

奈川大学準硬式野球部監督の鈴木和夫氏（昭和４６年法律卒）

からは、大学より功労賞受賞の御礼報告があった。 

 宴も佳境に入り、アトラクションとして神奈川大学平塚ジ

ャズ研究会“パエリヤ”の皆様方の演奏、そして飛び入りで

前吹奏楽部監督の田原清彦氏（昭和４９年貿易卒）が加わり

さらに場が盛り上がった。来賓の横浜市南支部長の勝巌氏（昭

和３９年経済卒）、前官房副長官の斎藤勁氏（昭和４４年法律

卒）、宮陵会体育振興委員会委員の平出功氏（平成 11 年化

学卒）の挨拶を頂戴した。 

 会も終盤に入り堀越昌樹氏（昭和６２年法律卒）の校歌斉

唱そして松岡和行氏（昭和５４年法律卒）の中締めで盛会の

内に幕を閉じた。その後、別れを惜しみつつ三々五々第二会

場、第三会場に向かう会員が多数あった。 

 

アトラクションとして平塚ジャズ研究会“パエリヤ” 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

＜講演テーマ＞「東アジアの経済連携について」 

          ～TPP交渉参加をめぐって～ 

     

◎秋山教授プロフィール 

1948年埼玉県生まれ。1971年横浜国立大学経済学

部卒業。1976年横浜市立大学大学院経済学研究科修

士課程終了。愛知大学経営学部教授を経て、1997年

4月より神奈川大学経済学部教授。経済学博士。2009

年4月から2011年3月まで神奈川大学経済学部長。

日本貿易学会元会長、日本経済学会連合元理事、アジ

ア市場経済学会理事。 

 専攻：国際経済論、貿易政策 

 近年の著書：「東アジアの地域協力と秩序再編」（共

著 お茶の水書房 2012年）「米国・中国・日本の国

際貿易関係」（白桃書房 2009年）「経済のグローバ

ル化と日本」（お茶の水書房 2003年）など 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新 春 講 演 会 

神奈川大学経済学部教授  秋 山 憲 治 先 生 

 

 

 

 秋山憲治神奈川

大学教授は「東アジ

アの経済連携につ

いて～ＴＰＰ（環太

平洋戦略的経済連

携協定）交渉参加を

めぐって～」を演題 

３９年経済卒）より

「新年会の盛会と箱

根駅伝の応援御礼、さ

らには５年後をめざ

しての選手強化、学長

交代」等の話があっ

た。（左写真） 
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に講演。「ＴＰＰに参加することは、国内既得権益との摩

擦は大きいが、ハイレベルな自由化交渉はＦＴＡ（自由貿

易協定）より成果が大きい。ＴＰＰに参加するかしないか

に関わらず農業問題は避けて通れない」「どちらか一方と

いう選択肢はなく、両方とも重要だ」とＴＰＰへの参加交

渉をすべきだと述べた。講演要旨は次の通り。 

○講演要旨 

①アジア太平洋地域における経済連携には、ＡＰＥＣ（ア

ジア太平洋経済協力）、ＲＣＥＰ（東アジア地域包括的経

済連携）、ＡSＥＡＮ（東南アジア諸国連合）、ＴＰＰの4

種類がある。途上国に配慮しＡＳＥＡＮと日中が主導する

ＲＣＥＰは、１６か国・34億人と最大だが、世界のＧＤ

Ｐに占める割合は28.4％に過ぎない。一方、関税原則撤

廃方針で米国の主導するＴＰＰは、日本が参加すれば12

か国・8億人に過ぎないが、世界のＧＤＰに占める割合は

38.2％となる。ＴＰＰに日本が加入すれば、日米2国だ

けで全ＴＰＰ加盟国のＧＤＰの90％を占め、実質的な日

米ＦＴＡだ。一緒にＲＣＥＰをと日本に働きかける中国は、

政治的、外交的、安全保障上から日本のＴＰＰ加盟に反対

だ。 

②ＴＰＰの交渉分野は、主として 2 つに分類される。１

つは市場アクセス分野（市場開放）である。農産物を含む

例外なき関税撤廃や、金融・保険・通信などのサービス分

野だ。二つ目はルール形成分野。知的財産権や環境、労働

分野など。 

③米国は、2008 年のリーマンショック以降の経済不況

で、輸出先に元気のいいアジア地域との経済連携を考え、

中国の主導のもと米国抜きに進行する東アジア共同体（Ａ

ＳＥＡＮ＋３、または6）に懸念をいだき、ＴＰＰ締結を

契機にＦＴＡＡＰ（アジア太平洋自由貿易圏）を形成し、

中国中心の東アジア市場と自己権益の確保を図ろうとし

ている。 

④農業は、日本ばかりでなく米国やヨーロッパも保護産業

である。日本の農業は生活保護型であり、保護すればする

ほど弱体化してしまう。競争力強化型農業や観光・環境農

業など多面的機能を持つ農業に育成していかなければな

らない。日本の農業は、ＴＰＰ参加に関係なく衰退危機的

状況にある。ＴＰＰ参加は、競争力強化となる農業政策を

打ち立てる良い契機となる。また、ＴＰＰ参加で食料調達

協定を結ぶことができ食料安定保障に役立つし、国内の農

産物を輸出でき活性化する。 

⑤エネルギー革命を起すといわれる安価なシェールガス

の採掘技術を発見した米国は、その輸出先をTPP参加国

とそうでない国とに差をつけかねない。 

⑥中国の基本的スタンスは、ＡＳＥＡＮ＋３で、穏やかな

協定に基づく東アジア共同体。ＴＰＰによる日本への米国

関与を懸念し、ＡＳＥＡＮ＋６も受け入れるという姿勢だ。

韓国は、1997 年のアジア金融危機以降、米国やＥＵと

のＦＴＡ戦略を持ち、巨大市場・中国とのＦＴＡ締結を優

先する。日本とのＦＴＡには積極的でない。ＴＰＰで分断

されるのではという懸念を持つＡＳＥＡＮは、東アジア経

済統合において中核的な役割を担う。（文責 原柳作） 

         

 

 

 

 

 

 

今年度の陸上競技部は、学生三大駅伝の秩父宮杯第44回

全日本大学対校選手権大会と箱根駅伝に出場しました。 

● 第44回全日本大学対校選手権大会 
全日本大学対校選手権大会は、学生駅伝日本一を決める大

会として名を馳せています。神奈川大学は、第 28 回と 29

回大会で連覇した成績を持っていますが、近年は出場するこ

とができませんでした。今年度は関東学生陸上競技連盟推薦

選考会を総合4位の成績で、6年ぶり13回目の出場を勝ち

取りました。久々に伊勢路を神大のプラウドブルーの襷が駆

け抜けました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第44回全日本大学対校選手権大会 

第89東京箱根間往復大学駅伝競争 

 

 

 

 

 

 

 

 

第44回全日本大学対校選手権大会の成績 

◎関東地区予選会：平成24年6月30日（土） 

 国立競技場 

  5 校の予選通過枠をかけて 20 校が、10Ｋｍのト

ラックを走り、タイム上位5校が出場。 

 ☆成績：順位 4位（1位:山梨学院、2位:日本体育、 

3位:帝京） 

◎本選：平成24年11月4日（日） 

   26チームが愛知県名古屋市熱田神宮西門前ｽﾀｰﾄ→ 

  三重県伊勢市伊勢神宮内宮宇治橋前ｺﾞｰﾙ：106.8Km 

☆成績：順位10位              

  タイム 5時間23分23秒 

  トップとの差 10 分 40 秒（優勝 :駒沢大）       

シード校との差 4分34秒 

（上位6位シード権獲得 6位:日大） 
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＜特記すべき成績＞  

＜予選会＞  40位以内  

・ 30位：我那覇 和真（ 1年生）  

・ 33位：柿原 聖哉 （ 2年生）  

・ 34位：西山 凌平 （ 1年生）  

＜本選＞  

・ 2区：我那覇 和真（ 1年生）  4人抜き（ 14位⇒10位）  

      区間 8位の走り 

・ ６区：柏部 孝太郎（ 2年生）  2人抜き（ 10位⇒8位）  

 区間 8位の走り 

 

● 第 89回東京箱根間往復大学駅伝 

三浦半島支部は、いつもの通り予選会は国営昭和記念

公園で、本選はＪＲ保土ヶ谷駅から国道１号線を横浜方

面に120ｍほど行った「円福寺前」信号そばで、往路２

区西山選手と復路９区鈴木選手を応援しました。 

本選には、３年連続44回目の出場で、勢いのある1・

2年生とスタミナ豊富な4年生がかみ合えば、8年ぶりの

シード権獲得も夢ではないとの前評判がありましたの

で、例年になく力の入った応援を繰り広げました。 

成績は、5区の山登りが残念な結果で、往路のタイム

がトップから19分48秒差の18位となり、厳しい結果

に終わりました。しかし、復路で11位と健闘し、最終

的には総合16位となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜特記すべき成績＞  

＜予選会＞  50位以内  

・ 39位：柿原 聖哉 （ 2年生）  

・ 45位：西山 凌平 （ 1年生）   

・ 46位：鈴木  駿 （ 4年生）   

・ 48位：赤松  宏樹 （ 2年生）  

＜本選＞  

・ 7区：我那覇 和真（ 1年生）  3人抜き(区間 1位の走

り）  

・ 8区：吉川   了（ 4年生）  1人抜き(区間 4位の走

り）  

・ 6区：高久  芳裕（ 4年生）  (区間 9位の走り）  

区間 10位の走り： 3区小泉和也 (2)、4区赤松宏樹

(2) 

 

9区 横浜保土ヶ谷駅周辺での鈴木駿選手の力走と応援 

 

 

 

 

 

 

 

    

神大駅伝の復活を期して 

（２つの予選会と全日本大学駅伝を通して）    

村 田 龍 也   （昭和３９年経済卒） 

 

 

 

 

 

 

 

 

第89回東京箱根往復大学駅伝競走の成績 

◎予選会：平成24年10月20日（土）9:30 ｽﾀｰﾄ 

 陸上自衛隊立川駐屯地スタート～国営昭和記念公園ゴール 

  ９校の予選通過枠をかけて45校が、20Ｋｍのコー

スで競った。 

   ☆順位 6位（レース順位6位） 

 

◎本選：平成25年１月２日（水）・３日（木） 

3年連続44回出場 

往路成績（108.0Km）順位18位（昨年15位） 

  復路成績(109.9Km）順位11位（昨年17位） 

 総合成績：１6位（11時間37分36秒） 

      昨年15位（11時間20分22秒） 

トップとの差 24分10秒（昨年28分46秒）       

シード校との差 10分02秒（昨年 6分40秒） 

 

 学生三大駅伝の１つであ

る秩父宮杯第44回全日本大

学対校選手権大会が好天気に

恵まれた11月4日（日）

26チームが参加し、熱田神

宮から伊勢神宮までの8区間 
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(106.8Km)で開催され、駒沢大が 2 連覇 10 度目の優勝。

6年ぶりに出場した神奈川大学は10位の成績を残した。 

神大の各区間の選手の成績は、次のとおりであった。 

区  距離   氏 名   学年  出身高校  区間順位 

１ 14.6Km 西山 凌平   １   伊賀白鳳     14 

２   13.2    我那覇 和真  １  東京実業      8 

３   9.5     柿原 聖哉   ２   関大北陽     11 

4   14.0     小泉 和也  ２   鳥取中央育英    ９ 

５   11.6    吉川   了  ４  智辯学園     ７ 

６  12.3  柏部 孝太郎  ２  三島北       ８ 

７  11.9    井上 雄介  ２  九州学院     14 

８  19.7    鈴木  駿  ４  藤枝明誠      11 

この本選に出場するためには、シード権（前年 6 位迄）

のない大学は、6 月 30 日(土)国立競技場で行なわれた

関東地区予選会で 5 位までに入らなければならない。 

予選会は、各校 2 名ずつでトラックを 1 万 m 走り、計

4 組 8 名の合計タイムで競った。当日は梅雨時には珍し

く快晴の中、現役学生は勿論、中島学長、正野法人常務

理事、宮陵会からも多くの役員はじめ我が三浦半島支部

や各支部卒業生、大学教職員が 6 年ぶりの出場権獲得を

願い、スタンドに集合。陣地を張って母校の選手に大声

援を休むことなく送り続けた。その声が届いたのか、選

手達が我々の期待に応えてくれ、堂々4 位の成績で出場

権を獲得してくれた。応援隊は歓喜に沸きに沸いた。 

本年は残念ながら 10 位の成績であったため、来年も

予選会からではあるが、有望な 1・2 年生の若い選手が

多いため、来年は本選出場、シード権獲得を期待したい。 

もう一つの予選会、「正月の風物詩」箱根駅伝のそれ

である。平成 10 年に母校神奈川大学の選手が、箱根路

を走る姿が見えず、なんとなく寂しく静かな正月を過ご

した。10 月 20 日(土)立川の昭和記念公園で第 89 回

箱根駅伝予選会が秋空快晴の中で開かれた。選考基準は

各校 12 名の選手が 20Km を走り、そのうち上位 10

名の合計タイムで 6 位までを選出、9 位までがタイム合

計プラス関東インカレポイントを加味した時間で選出

される。インカレポイントの少ない神奈川大学は、6 位

までに入りたい。私は当日所用のため応援には行けなか

ったが、中島学長、正野常務理事はじめ多くの学生、教

職員、卒業生が各応援ポイントに分散して盛大な応援を

展開したと聞いている。 

10 人のゴール結果が 3 番目、タイムでは「6 位」で

予選通過。選手諸君ありがとう！ 

聞くところによると、数年来の強化策の結果が出ている

とのこと、2 つの予選会と全日本大学対校駅伝の戦いで

4年生が活躍した以上に 1・2年生の活躍が顕著である。

（箱根予選会 10 名のうち 4 年生 3 名、2 年生 4 名、

1 年生 3 名）「神大黄金時代」の復活を期待したい。 

  

 

 

 

 

 

    

した。早朝にもかかわらず、スタート地点のフィールド

では、応援合戦が行われ、応援団の大きな声と共に太鼓

をたたく音が響き渡っていました。神大では、応援団と

チェアガールによる演技が整然として行われました。 

スタート地点は観覧席のはるか向こうのほうで、スタ

ート合図の音だけが聞こえ、数分後に先導する白バイと

走者がやってきました。神大の選手は先頭集団で、ほぼ

団子状態で通過しました。予選会の会場が広いため、そ

の後の移動に時間がかかり、広場のモニター画面に着い

たときは、トップがゴールする寸前でありました。 

 神大の10人目の選手のゴールはだいぶ早かったので、 

予選通過は楽勝と思えましたが、結果発表のときは、な

かなか神大が呼ばれないので、気をもんでしまいました。

結果としては、6位で通過となりましたが、はらはらど

きどきの一日でありました。箱根駅伝本番での活躍を期

待しながら帰路につきました。 

 

 

 

 

 

     

＜わが支部の紹介＞ 

横浜市 南支部   勝    巖 

 

 

 

 

第89東京箱根間往復大学駅伝競争

予選会の応援     若 林 秀 明 
                （昭和３９年経済卒） 

 

 

 

 

 

 

 

 

10月20日（土）に立川

の陸上自衛隊立川駐屯地

（国営昭和記念公園）で、

各校12名の選手が20Km

を走る箱根駅伝予選会が、 

9:30 スタートで行われま

し  

 私は昨年南支部長に就

任致しました勝 巖（昭和

38年経済卒）と申します。 

始めに、当支部のショー

トストーリーをご紹介し

ますと、休眠中であった 



 7 

支部を再建準備世話人岡村 大氏（昭和17年法科卒）の

ご提唱と賛同する有志とで、支部再建総会を平成6年

（1994年）2月に開催致しました。 

 第一回「定例会」は、会の趣旨を「会員等の親睦を深

めることが、主たる目的の気楽な会とする」とし、支部

長は岩崎幸雄氏（昭和20年経済卒）で、平成6年（1994

年）4月にスタート。以来、多彩なイベントを催してき

ました。特に当支部と箱根駅伝との関係が深く、「箱根

駅伝に神大を優勝させる会」の立ち上げ（平成5年8月）

及び運営に多くの会員が参加致しました。現在も「愛校

会」（宮陵会 手塚体育委員長）に有志が加わり活動し

ています。 

私の手元にある資料を記します。第三回定例会（平成

6年9月）の様子は、「20数名が会場を満たし会員の堤 

宏氏（昭和33年電気卒）の駅伝選手の北海道合宿を密

着取材した楽しいレポートに、一同、話に花、時の過ぎ

るのを忘れてしまうほどでした」と、結ばれています。

因みに箱根駅伝の成績はこの年7位で、翌年は6位と日

の出の勢い。ついに平成9年（第73回）に初優勝致しま

した。 

 次に再建から7年目の平成13年（2001年）4月の第

31回の定例会（岡村 大氏急逝による偲ぶ会）までは、

年間約4回強のペースで開催していました。最近は残念

ながらめっきり減ってしまいました。 

昨年 10 月に開催した支部総会（出席者 20 名）は、

大学・校友課の清水課長、宮陵会の平能副会長及び古川

三浦半島支部長のご出席をいただき、18 年間の長きに

亘り南区支部長として貢献頂いた岩崎幸雄氏への功労

表彰の授与式が挙行され（奥様もご出席）素晴らしいセ

レモニーになりました。 

この総会で 11 月以降の第三水曜日「三水会と呼称す

る」に、自由参加で懇親会を開くことが決定致しました。 

当支部も長い間、新たな会員の獲得に効果的な対策は

なかなか見いだせず苦戦中です。 

① 今年度は春の臨時支部総会、秋の通常支部総会及

び毎月の「三水会」で、現会員の親睦を図り情報

交換の輪を広げて新たな会員を発掘する。 

② 今年度も大学の行事に積極的に参加し、従来通り

全日本予選会、箱根予選会，本選は JR 保土ヶ谷

駅前で応援し、支部の一体化及び活性化を目指す。 

③ 現在約 1200 名を超える会員に如何にして支部

の存在を認知して貰えるか。何か良い知恵はあり

ませんか？ 

最後になりましたが、当支部の紹介記事を掲載して

頂きありがとうございました。 

 

    

 

 

 

 

     

自己紹介させていただきます。前号を読まさせて頂きますと

色々なサービス・メリットが無いと、なんか頭が高いと言わ

れそうなので、荒崎から飛び込んだ気持ちで、サービスをご

提示させていただきますので、宜しくお願い致します。 

小社は明治３７年に横浜市中区で創業いたしまして、現在

１０９年目に入っております。初代社長の鈴木春二氏から数

えて、五代目社長を仰せつかっております。仕事は名入れカ

レンダー、名入れタオル、名入団扇を製造販売、また、記念

品、販促商品、中元・歳暮商品の販売を、東京、神奈川を主

体に活動いたしております。商品に依っては全国販売も手掛

けております。カレンダー、タオル、記念品関連では、多く

の先輩方、同輩、後輩の会社の皆様に大変お世話になってお

ります。三浦半島地区は、横須賀、三浦、葉山，逗子の多く

のお客様にお世話になっております。名入れカレンダー、名

入れタオル、記念品、販促商品等作りたいと思っている方が

おいでになりましたら、まず、“神大卒の○○だけど、木村

君いる“って言ってもらえれば、即、お話しさせていただき

ます。必ず、皆様方にご満足の頂けるお話しが出来ると確信

いたしておりますので、是非ご一報いただければ幸いです。 

また、現在、力を入れているのが冠婚葬祭の返礼品です。こ

れは、今日・明日の急ぎの商品ですので、当社にン千万円在

庫をして、即日に出荷出来る体制になっております。この商

品は、３０％オフでお届けいたします。但し、必ず、“神大

○○年卒の××ですが、木村君いますか“という事から始ま

りますので、くれぐれもよろしくお願い致します。合言葉は、

“神大卒“です。宜しくお願い致します。 

小生、現在、神大柔道部の総監督、柔道部 OB・OG 会の会

長を仰せつかっております。お知り合いの男女高校生で神奈

川大学柔道部に入部したい学生がいらっしゃいましたら、是

＜紹介コーナー＞わが社・わが店・わが商品 

「㈱ カレンズ」 木 村  仁 
 

 

 

 

 神奈川大学宮陵会磯子区

支部の木村と申します。昭和

４８年貿易卒業です。今回、

古川支部長から“会報に寄稿

しなさい“という大命令で、

恐る恐る手前どもの会社を

じ 
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非、御紹介下さい。神大に入れて、柔道をやらせて下さい。

どうぞ宜しくお願い致します。 

三浦半島支部様のご発展と会員皆々様のご健勝とご繁栄を

ご祈念申し上げます。    

 

㈱カレンズ 社屋 

 

 

                     

 

 

●神奈川大学 新学長 決定 

     

までの3年間です。 

 石積勝（いしづみ まさる）氏は、昭和25年7月11

日生まれの62歳で、新潟県生まれ。新潟県立長岡高等

学校卒業。上智大学外国語学部英語学科を卒業後、トロ

ント大学政治学研究科修士課程に進学、政治学修士の学

位を受けられました。丸紅㈱、国際連合本部事務局職員、

国際大学専任講師、東洋女子短期大学助教授を経て、平

成1年神奈川大学経営学部助教授として赴任し、平成4

年に教授になられました。国際交流センター所長、経営

学部長、副学長を歴任され、本年4月1日から学長に就

任されます。専門は政治学、国際関係論。特に神島二郎

の政治理論を手がけていらっしゃいます。 

近年の著書・論文は、「大学生、ボランティアの襷をつ

なぐ」（共著 お茶の水書房 2012年）、「再び挑戦を受ける

日本というシステムとアドミニストレーター」（単著 神奈川

大学評論 第67号 2010年）ほか多数あります。 

 

 

 

 

 

 

     

きました。 

私は、昭和62年に上沼野球部長（経済学部教授・マーケ

ティング）より体育会 準硬式野球部監督の命を受け、昨年 

11月4日まで準硬式野球部の監督を務めさせていただきま

した。その後昨年11月に、神大ラックスホールにて「鈴木

和夫監督の慰労会」の看板を掲げ、盛大に慰労会を催してい

ただきました。 

 当日は、中島学長をはじめ初代準硬式野球部部長の古川知

生氏、当支部（三浦半島支部）の支部長古川勝彦氏（昭和40

年経済卒）、体育振興委員のご歴々、神奈川大学準硬式野球連

盟の役員そして全国よりOB、OG 70名のご出席をいただき

ました。また、当支部の会員で湘南信用金庫理事長の石渡卓

氏（昭和51年貿易卒）より、当日は母高校の創立50周年記

念式典と重なり欠席されましたが、お手紙と祝電をいただき

ました。 

式典は、OGの大木真貴子さんの華やかな中にもきめ細か

な配慮のある司会進行により、私自身が予想を絶する盛大で、

すばらしい慰労会を開催していただきました。これをもって、

無事25年間の監督生活を終了することができました。 

この慰労会を3か月前から準備してくださった上沼部長、

後任の監督である相良秀生氏（昭和62年貿易卒 大学職員）、

ご出席いただいた学長をはじめお歴々の皆様、泊りがけでご

出席してくださったOB諸君（懐かしい六角橋で夜明かして

飲み会をしたようです）、現役部員に感謝・感謝です。何か

25年間の監督生活の苦労が報われた思いですが、正直、肩

の荷が下りホットした気持ちです。 

○「準硬式野球」とは！ 

 一般的にはあまり知られていない準硬式野球。硬式と軟式

大学のニュース   
 

 

 

 

＜特別寄稿＞ 

準硬式野球部 

「監督25年の想い出」  鈴 木 和 夫 
 

 

 

 

昭和46年法律卒の鈴木と申

します。昭和62年から昨年11

月までの25年間、準硬式野球

部の監督をさせていただきま

した。部の紹介や想い出等を思

いつくままに書かせていただ 

 中島三千男現学長の任期満

了に伴う学長選挙で、石積勝氏

が当選し、1 月 25 日の評議会

を経て、2 月 7 日の理事会で

学長に任用されることになり

ました。任期は平成 25 年 4

月1日から平成28年3月31

日 
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の中間か！そうですネ。ほとんど硬式に近いです。大きな違

いはボールです。硬式は表面が革ですが、準硬式はゴム（中

身は硬式と同じ）です。他の道具はすべて硬式用を使用しま

す。グランドも軟式用は使用できません。一見遠くから見る

と打球音もカーン、カーンと硬式野球と変わりません。 

 準硬式野球の組織は、現在神奈川リーグ8大学（神大・関

東学院・横浜国大・横浜市大・防衛大・麻布大・日大生物資

源科学部・松蔭大）、関東地区73大学、全国では280大学

が加盟しており、全日本大会も今年で65回を数える伝統あ

る組織です。我が準硬式野球部は、創部が昭和 25 年で 63

年目を迎えます。 

 成績は、 

  ・全日本大会出場 15回 

  ・第45回大会（平成5年）準優勝（仙台宮城球場） 

  ・第47回大会（平成7年）ベスト4（倉敷ﾏｽｶｯﾄ球場） 

※未だ神奈川リーグからは全国優勝がありません。今後の

全国制覇に期待します。 

○準硬式野球部の「基本理念」 

 準硬式野球部は、正課外教育の一環であり「野球を通して

の人間形成である」を第一に、野球の技術を高めて強くなり

全国大会出場を目標にはしますが、「礼儀・挨拶・規律・約束

を守る」というしっかりとした社会人になるように言い続け

てきました。時として私は、部員に「野球をしたくても出来

ない人が沢山いる中で、君達はできることを家族に感謝しな

さい」とも言ってきました。 

部のモットーは、「明るく、楽しく、最善を尽くす」です。 

○「永年功労賞」受賞で大学が初めて認知 

 昨年7月に「体育会指導者の集い」で大学より「永年功労

賞」をいただきました。44 ある体育会運動部の指導者 20

名が受賞しましたが、この永年功労賞は今回始めてOBに贈

られました。この賞の対象者はボランティアとして仕事帰り

や週末に後輩の指導、育成を20年以上された方々です。 

 この永年功労賞が始まったきっかけですが、裏話をご披露

いたします。 

昨年 4 月にゴルフでご一緒した宮陵会評議委員の村田龍

也氏（昭和39年経済卒）と雑談の中で、準硬式野球部の監

督を25年間やってきて年齢や体調面から監督を引退するこ

とになったが、監督を永年やってきて大学から何もないとい

う話になり、村田氏から中島学長に会ったときに、運動部の

指導者はボランティアで大学に絶大な貢献をしているという

ことを上申するということになりました。これが今回の「功

労賞」の引き金になりました。学長は、学生部に「20 年以

上の運動部の指導者」をリストアップさせ、「体育会指導者の

集い」で表彰する旨を指示されたものと思われます。そのス

ピード・行動力・実行力に感激を覚え、トップのリーダーシ

ップとはこうあるべきだと思いました。 

「体育会指導部の集い」では、学長が開口一番「準硬式野

球部監督の鈴木さんが、25 年間監督をされ、このたび引退

されます。大学として本日永年に亘り指導者としてご苦労さ

れた方々を表彰したい」とのお話がありました。学長の目の

前にいた私は、恐縮した次第です。 

これまで私は、「体育会指導部の集い」などで、「理事長や

学長はいつも運動部関係については、箱根駅伝や硬式野球の

話しかされませんが、そのほかにもマイナーではありますが、

地道に活躍しているクラブと指導者がいますので、そこにも

目を向けて欲しい」と訴えてきました。 

今回思ってもいなかった「永年功労賞」をいただき、心よ

りありがたく感謝申しあげます。 

この「永年功労賞」受賞については、定年まで勤めた湘南

信用金庫の社内報10月号に「神大OBの鈴木さん永年功労

賞に輝く」との記事を掲載していただき、「時の人」となりま

した。 

○監督としての最終戦 

私の監督としての最終戦は、昨年11 月4 日（日）東京

海上日動球場（八王子）で、「大学・社会人王座決定戦」の準

決勝でした。相手は、昨年「準硬式野球大学日本一」の中央

大学です。（全日本大会優勝10回） 

試合では2点を先攻された神大が、9回表クリーンアップ

から始まり、1点を取り、なお2アウト満塁、一打逆転まで

追い込み一歩及ばず負けはしましたが、神大の粘りはすばら

しく、今後に繋がる見事な試合でした。 

試合終了後、主将が「監督、胴上げに行きましょう！」と

言われましたのでホームベースのところに行くと、なんと中

央大の部員も勢揃いしており、「一緒に胴上げさせてくださ

い！」ということで、神大・中大の部員による胴上げで私は

6回宙に舞いました。ありがとう！ ありがとう！ 神大生・

中大生！ そして中央大の池田監督、コーチと握手を交わし、

野球人としての気持ちと気持ちが伝わり、熱い想いを感じる

ことができました。監督としてすっきりした気分で最終戦を

終えることができ、私は本当に幸せ者です。 

○今後の取り組み 

 お蔭様でコーチ時代も含め35年間、野球を通じての人脈

と全国の OB がこれからの私の財産です。そして健康第一、

家族への感謝を胸に、準硬式野球部を側面から応援して見て

いきます。 

 25年間、本当にありがとうございました。 



 10 

 

 

 

●ゴルフ会世話人 :中川六郎 (昭和44年経済卒）   

 メールアドレス：nakaroku@jcom.home.ne.jp 

連絡先：090-9003-2499 

                    3月8日（金）、オープン 

ゴルフコンペ第20回大会が 

ホームコースの葉山国際カ 

ンツリー倶楽部で開催され 

ました。6組２2名が日中20度 

に達する陽気の中で、プレイを楽しみました。参加者は午後

から吹いた強い風と難しいパターに苦戦した様子が伺えます。 

今回は、記念大会ということで、趣向を変えて卒業年次別

団体対抗戦にしました。4人のネット合計で競い、一番若手

チーム、鈴木(和)、佐久間、須合氏チームが優勝しました。2

位、3位も若手チームがおさえました。また、個人戦のカッ

プ取りきり戦で宮陵会会長杯を獲得したのは、諌山俊信氏で

した。ドラコンは、皆川、鈴木(和)氏、ニアピンは、諌山、

鈴木(和)氏でした。どなたでも参加できるオープンコンペ

です。ご家族、ご友人をお誘いのうえ、是非ご参加くだ

さい。次回も葉山国際カンツリー倶楽部で、7月に開催

します。 

 

  葉山国際カンツリー倶楽部にて（H25.3.8） 

 

●テニス会世話人 :小池邦夫 (昭和38年機械卒 ) 

メールアドレス：kichiemu@mbj.nifty.com 

             連絡先：046-875-5079 

テ二スコートが近くなりま

した。原則として毎月第３月曜

日の午後１時から４時まで、葉

山町役場裏手の「ラベーラテニ 

スクラブ」でやっています。運動不足なのでテニスでも

やってみるかという方、大歓迎です。知らぬ間に万歩計

の数値が数千歩になること請け合いです。お忍びで天皇

陛下もお使いになったことがあるコートとか。ご家族を

誘って一度冷やかし半分でお出かけください。ラケット

を地面に平行にスイングすれば、ボールはよく飛んでい

きます。力は要りません。要領を会得すれば、それなり

に初心者でもゲームを楽しめます。 

問い合わせは小池まで。お待ちしております。 

 

 

●歩こう会世話人 :若林秀明 (昭和39年経済卒 ) 

    メールアドレス：w-hideaki@mvd.biglobe.ne.jp 

              連絡先：090-3220-1479 

               歩こう会に参加してくださった

小池          小池さん（昭和38年機械卒）か 

ら           ら感想をいただきましたので、ご

紹介          紹介いたします。 

            『季節風が強かったものの晴天の

中、12月8日の鎌倉散策に参加しました。ご家族連れの支

部会員、近隣支部からの参加者、会員のご親戚、友人の娘さ

んなど多士済々の総勢１７名は過去にない賑わいでした。企

画は平坦なコースに比較的地味な名所探訪でしたが、「太刀

洗」では滾滾と湧き出る清水に周囲の楓の紅葉が見事でした。

若林さんの綿密な資料の準備は相変わらずですが、その地に

因んで披露した挿話にはさすが地元と感心しました。帰途に

は鎌倉八幡宮の舞殿での数組みの華燭の典にも逢えてよい一

日でした。次回は三浦半島を検討中とか。半島には奉行所の

あった浦賀など歴史的名所も多々あるので楽しみです。』 

（記事 小池氏） 

 

      鎌倉宮にて（H24.12.8）  

 

支部同好会通信 （世話人が紹介します） 

 

 

 

 

 

 

 

mailto:nakaroku@jcom.home.ne.jp
mailto:kichiemu@mbj.nifty.com
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●つり会世話人 :清水英樹（昭和56年法律卒）  

メールアドレス：Shimih01@kanagawa-u.ac.jp 

連絡先：090-2257-0691 

            出張が忙しく最後の釣行とな

った6月から早くも11月。この5

ヶ月間、釣り番組を見てはため息、

インターネットで釣果を見ては

ため息。今年の春は鯛も1キロク 

ラスと欲求不満はつのるばかり。そこで勤労感謝の日は 

私の釣りのためにあるとばかりにワラサを釣りに行き 

ました。ネットではあれだけ釣れていたのに船頭の「朝 

の内だけだよ」の言葉にびっくり！ 朝、必死に2匹確保。 

しかし当たりは止まり雨が降る。まるで修行僧のような 

気分。しかし、12時頃から好転し、太陽は顔を出し、1 

時間に13匹上げてクーラーは満杯。あとはお昼寝。気 

分爽快。 

このような気分爽快な釣りを一緒にしましょう！ 

 

 

 

             

 

 

 

                         支部広報のお手伝いをしてい

ます塩塚（昭和48年貿易卒）で

す。支部のホームページのご案

内です。 

お持ちのパソコンから、三浦 

半島支部のホームページをご覧になる簡単な方法は「三浦半

島支部」と入力し、検索を押し、該当する当ホームページを

選択することで閲覧できます。「お気に入りに追加」で保存し

ておきますと、次回以降はそこから簡単にご覧になることが

できます。 

当ホームページの構成(メニュー)について、ご案内します。

①｢トップ・掲示板｣は各種開催行事のお知らせの頁。②｢我が

街｣は支部会員の皆様から寄せられた、三浦半島(横須賀・三

浦・鎌倉・逗子・葉山)地域の写真やイラストを掲載する頁。

③｢我らの仲間｣は支部長挨拶、支部役員紹介、支部会員(投稿

されたエピソード等)を紹介する頁。④｢ご報告｣は支部開催行

事を時系列に掲載する頁で、主要行事についてはカーソルを

クリックすると内容詳細を見ることができます。⑤｢会則｣は

支部会則、年会費の振込み、会員申し込みのご案内の頁。⑥｢ご

連絡：メール｣は本事務局宛にご連絡をする際にご利用くださ

い。  

今後、当ホームページを継続的に運用していくうえでは、

情報収集が欠かせません。内容が更新されない、このような

類のホームページが沢山ありますが、当ホームページは、会

員以外でも見ていただけるような、魅力あるものにしていこ

うではありませんか。多いにアクセスしてください。 

今後とも支部会員の皆様からは、四季折々の地域の写真や

イラスト、支部会員のエピソード等、是非お寄せください。 

    

 

 

 

 

 

 

 

○青木  猛 (昭和４８年経済卒) 逗子市逗子 

○芝崎 元晴 (昭和４１年電気卒) 横須賀市汐見台 

○渡邉  健 (昭和５０年経済卒) 横須賀市不入斗 

 

 

 開催時期：平成25年６月の土曜日または日曜日の昼間 

 場  所：横須賀セントラルホテル（京急横須賀中央駅そば） 

 内  容：総会・講演会・懇親会 

 会  費：6,000円程度    

   詳しくは会員向けの通知やHPでご案内いたします。 

 

 

   

本部名称：社団法人宮陵会→ 一般社団法人神奈川大学宮陵会 

支部名称：例えば 神奈川大学三浦半島宮陵会（総会で決めます） 

支部の位置づけ：定款上は支部の位置づけはありませんが、

全国各地区で活動する会員組織（支部）への助成金は、

従来どおり 

全国地域組織代表者会議（支部長会議）：毎年6月開催予定 

支部HP（ホームページ）からのお願い 

http://miurahanto.blog.shinobi.jp 塩 塚 定 雄 
 

 

 

 

事務局からのお知らせ 
 

 

 

 

新会員のご紹介  （敬称略） 

 

 

 

平成25年度 支部総会開催の予告 

宮陵会 H25.4.1から「一般社団法人」に移行 

 

 

 

  

「ホームページ    

我らが仲間より」 

今月の鳥:アオジ♀    

(内藤氏提供) 

 

 

mailto:Shimih01@kanagawa-u.ac.jp
http://file.miurahanto.blog.shinobi.jp/586dfb35.jpeg
http://miurahanto.blog.shinobi.jp/
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               会計を担当しております若林 

（昭和39年経済卒）です。               

            年会費の振込をお願いいたし

ます。該当者には郵便の「払込

取扱票」を同封いたしました。

振替手数料は支部で負担いた 

します。 

◎郵便振替受入口座：00290-5-95815  

宮陵会三浦半島支部 

◎横浜銀行口座：久里浜支店 普通預金 1747984 

     宮陵会（神奈川大学校友会）三浦半島支部 

●支部年会費は年間３千円、４年間前納は１万円です。 

※三浦半島支部の活動は、三浦半島支部年会費で運営

しています。宮陵会本部の会費とは異なりますので、

ご注意ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会費納入のお願い 

～編集後記～  

今年の冬は随分寒かったですね。「山高ければ、谷深し」。

例えとしては悪いですが、もしかすると今年の夏は、かな

り暑くなるのかもしれません。世は、“アベノミクス”の

期待から円安・株高が進む中、経済の状況が変化してきた

ようですが、行き過ぎるとまた「谷」が深くなるのではな

いかと今から心配です。 

さて、我が三浦半島支部では、今年度組織の強化を図る

ために役員を増やしました。まだまだ当支部は山を登って

いる途上ではありますが、役員も毎年歳を重ねていく訳で

すので、1人でも多くの皆さんの英知を集めるために、新

たな血を導入いたしました。将来の「谷」に備えて、今か

ら準備をしているところです。新たな会員の確保や積極的

な会への参加・協力を求めています。皆さん、どうかよろ

しくお願いいたします。           （N） 

   

（横須賀）金井 昌孝、 熊澤 勝喜、 福島 康臣、 

 砂川 正夫、 森下 守久、 鈴木  稔、 

 金野 義勝、 野村 晴男、 嶋田  晃、 

      塩塚 定雄、 舟崎 学志、 内藤 正久、 

清水 英樹、 工藤 真也、  川口 好孝、 

渡辺  健 

（三 浦） 原  柳作、 石渡 大輔 

 

〔平成2７年３月末まで納入済〕 

（鎌 倉）小澤  光、 矢澤 基一、 田中 章仁    

（葉 山）中川 六郎、 石渡 俊一 

（横須賀）石田 泰教、 松岡 和行、 鳥海 洋義、 

 星山 正範、 鈴木 康介、 稲垣  茂、 

 嶋田 順子            

 

〔平成28年３月末まで納入済〕 

（鎌 倉）井口  淳 

（逗 子）長澤 良成 

（葉 山）米田 光男、 小池 邦夫 

（横須賀）塚田  尚,  奥野 晶洋、 久保田宣彦、 

相原  充、 鈴木 和夫、 伊澤 隆雄、 

鈴木 三郎、 鈴木 伸夫、 二井美恵子、 

堀越 昌樹、 箕輪 義夫、 名取美佐男、 

西脇 幸二、 江尻二十三、 田中  弘、  

（三 浦）源代 价克、 塩谷 宏之   

合計：94名 

 

 

支部年会費納入状況 （H25.3.5現在） 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔平成25年３月末まで納入済〕 

（鎌 倉）篠田 拓郎、 小田 進一、 川瀬 元夫、 

     山岸 一輔 

（逗 子）田原 清彦 

（横須賀）鈴木 昭利、 沖   丞、 萩原  孝、 

     角谷  彰、 蛭子 英二、 石井 一男、 

上原 章道、  菊池  武、  浅山 正義、 

武井 利徳、 青山 隆一、 松井 一郎、 

長島 保雄、  永野  茂、 植山 修治、 

石渡  卓、 市川 国男,   靏田 俊秀、 

三縄 義和、 島崎 和久、 寺西  厚、 

 伊藤 一利、 久根口昭二 

 

〔平成26年３月末まで納入済〕 

（鎌 倉）石井 和行、 若林 秀明、 古川 勝彦    

（逗 子）岸本 光瑞,  深津 敏夫 

（葉 山）岩澤 正之 

（横須賀）山内 元式、 八嶋 政臣、 中山 廣男、 

南雲 忠男、 落  勝廣、 大倉 国光、 

     村田 龍也、 結城 康雄、 長谷川征勝、 

、 

    


